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政策№

施策№

7
総合計画
  体系　

7-3

関係課

政策名

施策名

町民に信頼される行政の推進 政策財政課

町民参加の推進

総務課 政策財政課 議会事務局

渡部　雄二

施策主管課

施策主管
課長名

B まちづくりに対して意見を言う機会があると
考える町民の割合（増加）（現状値：H28-30
平均）

％

A 必要な情報が提供されていると考える町民の
割合（増加）（現状値：H28-30平均）

％

％

C 町民ニーズがまちづくりに反映されていると
考える町民の割合（増加）（現状値：H28-30
平均）
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施策評価シート(令和5年度実施施策）

71.4

43.3

45.6

１．施策の目的

対

象

A 町民

B 町民

C 町民

意

図

A 知りたい町の情報が得られている

B 行政のまちづくりに意見を言っている

C 町民ニーズがまちづくりに反映されている

２．成果指標
単位指標名

②

③

①

④

現状値 令和7年度令和6年度令和5年度

３．指標の分析（成果が向上した、またはしなかった理由）

④

①

③

②

４．課題に対する取組（今年度重点的に取り組んだ課題）

５．次年度の方向性（施策の方向性と次年度以降重点的に取り組む課題）

町からの情報提供は、広報紙をはじめ様々な手段を用いている。広報紙は令和４年度から月１回の発行に集約したが、町民アンケートの結果によると
9割近くの人が広報紙による情報提供を高評価している。また、公式LINEの登録者も年々増加しており、必要な情報が随時提供されるようになったこ
とも、数値の向上の一因と考えられる。
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43.2

74

47

67

46.6

令和4年度

71.6

45.4

73.6

48.4

令和3年度

51

43.3

町民参加条例に基づく町民参加手続が定着し、情報提供と併せ町民参加を促進する取組を全庁的に継続しているため、昨年度よりも少し数値が上向い
たが、その一方でまちづくりに対して意見を言う機会があまりない、と答えた人もほぼ同数であったことから、今後さらなる取組の強化が必要であ
る。

本郷一小跡地利活用や高田地域のまちなか賑わい創出事業などでは、ワークショップ等を行うことで、町民の生の意見やニーズを政策に取り入れる機
会を得られた。そのような取組が数値の向上につながったと考えられる。

・広報紙については、より見やすい紙面とするため、掲載内容の統一化とカテゴリーごとの色分けなど、紙面構成の変更を行ない、令和6年度当初から
実施することとした。また、ホームページについても、機能の充実を図り、効果的な情報発信を行った。
・町民参加の推進については、広報紙、ホームページ、LINEによる複合的な情報発信を行うとともに、町民参加推進会議による厳格なチェックのもと、
適切な運用に努めた。

多くの人が利用している町公式LINEの機能を拡充し、もっと効果的でタイムリーな情報発信に努めるとともに、町広報紙やHPとの情報の連携を図り、
町民への情報提供の多様化を進めていく。
町民参加の推進については、町民参加推進会議委員からの意見を取り入れ「みんなの声をまちづくりにいかす条例」の適正な運用と、多様な情報発信を
工夫し、町民参加への意識向上を図る。

上段：目標値　下段：実績値



６．施策を構成する事務事業（方向性と次年度以降重点的に取り組む主要な事業）

番号 事業通番 事務事業名 令和5年度決算額
(千円)

最終評価結果

コストの方向性成果の方向性 今後の方向性
主要事業

1 評価対象外評価対象外評価対象外78,320議会運営事業4450

2 ②生産性改善現状維持拡充2,293議会活動事業4452

3 ④協働化改善縮小拡充7,048広報広聴事業4476 ○

4 評価対象外評価対象外評価対象外255表彰事業4670

5 ⑤現状維持現状維持現状維持47町民参加推進事業5110 ○

6 評価対象外評価対象外評価対象外8,178福島県議会議員一般選挙事業5555

7 ⑤現状維持現状維持現状維持625選挙管理委員会運営事業5562

8 評価対象外評価対象外評価対象外0福島県知事選挙事業5567

9 評価対象外評価対象外評価対象外0会津美里町長及び会津美里町議会議員一般選
挙事業5687

10 評価対象外評価対象外評価対象外0参議院議員通常選挙事業14452

11 評価対象外評価対象外評価対象外0衆議院議員総選挙事業15189


